
〈予算額〉

・台北駅構内でのＰＲ活動、現地市場調査 ・品評会招待者へのブランド力のＰＲ
・商社、百貨店、大手スーパー担当者との商談会 ・市街地で開催する大試食会での県民への周知
・現存輸出ルート(例：大阪市場→仲買い商→台湾)の拡大 ・マスコミ関係者への売り込み

◎ 市場流通に重きを置いた中での、新たな直販需要の掘り起こし ◎ クラウンメロン振興協議会への活動支援
　(市場等と連携した販促活動、各種イベントへの出店協力など）

◎ 規格外メロンを活用した加工品の開発支援 ◎ 市政10周年記念事業に向けた産地間調整
　(メロン産地間のネットワーク化に向けた調査研究）

・袋井市独自品種「きら香」の生産拡大に向けた計画づくり

・ウラジオストク(H25)に加え、モスクワへの販売網の拡大支援 ・「きら香」の販売店舗の拡大（各種商談会への出店）

・モスクワでの市場調査 ・ふくろい春のお茶まつり、Ｔ-１グランプリの開催内容の充実
・様々なお茶、及びお茶関連商品の試験的輸出の検討 ◎ 袋井茶文化促進会と協働した「お茶文化」の普及

　(お茶料理など、お茶の楽しみ方の普及による産地のイメージUP）
◎ 白茶、黒茶、紅茶など、市民ニーズにあった商品開発支援 ◎ 白茶、黒茶が作用する健康効果の実証実験への協力

　(「お茶」を活かした日本一健康文化都市づくりによる産地ＰＲ）
◎ お茶農家の直販体制の強化支援（お茶の駅、イベント参加） ◎ 全国茶品評会などへの出品に向けた支援

その他(すべての農産物対象）

・袋井産新品種「ふくのいち」の栽培体制の確立
・品種登録記念イベントの開催（10月予定）
・お米日本一コンテストin静岡などへの出品に向けた支援

※県内で消費されるお米の約６割は県外産米であることを鑑み、
「ふくろい米」共通ブランドの構築と販促強化に向けた調査研究を行う

７，８１８千円 農産物のブランド化促進事業

５，５６０千円

〈事業説明〉

お　茶

　国の「攻めの農林水産業（成長戦略）」では、2020年
までに海外輸出を倍増する計画！メロンとお茶の新たな販
路（海外）の開拓を中心に６次産業化を推進します。

　安心・安全・品質で勝負！
　特徴（付加価値）ある農産物で、消費者に選ばれる産地づく
りを目指します。

拡充 ◎◎

拡充 ◎ ロシア向け静岡茶輸出プロジェクトの拡大

お　米

味と香りのふくろい茶

◎ 袋井市６次産業化促進支援事業費補助金の交付

袋井産米の地産地消（県内）に向けた取組み

クラウンメロン品評会in静岡市の協働開催(11月)

 ６次産業化推進事業

〈事業の概要〉
　袋井市が誇る基幹作物である「温室メロン」、「お茶」の新たな販路拡大に向けて、農業者団体等と一体となって海外輸出を推進する。
併せて、「お米」を含めた基幹３大作物のさらなる知名度、信用力の向上を目指して、各種販売促進活動を展開するとともに、高品質農産
物の生産・販売体制の充実を図る。

温室メロン

遠州の穀倉地帯で育つ「袋井米」

拡充 台湾開催「日本の観光・物産博2014」への出展

とともに、ＰＲ活動を行う。

トップofメロン 静岡クラウン

個
性
が
光
る
農
業
の
実
践

◎ 茶振興協議会と連携した「きら香」の販促拡大

拡充 ◎
袋井ブランド米開発販売推進協議会との連携による
「ふくのいち」の生産向上と販促ＰＲ

新規 ◎

高品質農産物の海外輸出とブランド化戦略による産地の活性化 

６次産業化の推進 農産物のブランド化促進事業 


